
６月議会は工期を間に合わせる意図から初日に学校エ

アコンの工事と双峰小学校の改修工事の費用を単独の補

正予算２号として審議しました。エアコンの工事は国が

購入の補助を認めた小学校３２箇所の特別教室に設置す

るもので、キュービクルの更新や配線などで５千万円の

予算です。子どもの健康を守るために特別教室にもエア

コンは必要なので賛成ですが、今回の予算では少人数ク

ラスやＡＬＴの部屋が対象で音楽室や家庭科室には設置

されないとのこと。楽器や歌など音が漏れないように締

め切って授業などをする音楽室には是非エアコンが欲し

いと、昨年学校を訪問したときに伺いました。

市にはこうした要望にも応えてほしいです。

双峰小学校の改修工事は唐竹との統合・新設校設置に

伴う教員の増加に対応するのと、障がいを持つ児童が通

えるようスロープを設けるなどのバリアフリー化の予算

で３３００万円です。補正予算には市債とともに財政調

整基金が２１００万円活用されています。このように税

金を住民の福祉・教育のために使ってほしいと考え賛成

しました。

料金を伴う市の事業の中で、下水道、農村集落家庭排水

についてはこれまで排出した水の量に応じた料金に「１０

０分の１０８を乗じた額」と明記されていました。

これからは国の法律を引用する条文に変わり、今後、消

費税率が改訂されても市議会に諮られることがなくなりま

す。

税率が低くなる場合も含めて自動的に使用料が変更され

るので、市民の意見が議会を通じて税制に反映されなくな

ります。

前後駅南と豊明駅南駐車場も増税分を転嫁した料金に改

訂されました（月極のみ）。

東郷町では税率が変更されても、大半の公共料金は同時

の値上げはしない対応をとります。市の持ち出しは増えま

すが、公共料金の据え置きを通じて市民の暮

らしを守る役割を果たすべきではと考え議案

に反対しました。

名鉄の各駅周辺にある市営駐輪場を再整備する為の調

査費が計上されました。

以前の一般質問で収容台数不足と青空駐輪場の不便さ

を解消するべきと求めましたが、市はラックや屋根など

の整備を含めて検討するようなので一歩前進です。

唐竹小学校の跡地利用について基本設計を行う為のワー

キンググループに講師を確保する予算がつきました。跡

施設には発達支援センターが計画されていますが、療育

に役立つ専門的な設備についても検討するとの説明です。

障がい児を持つお母さんたちが待ち望んでいた施設です。

良いものになるよう注視していきます。

消費税率引き上げを理由にプレミアム商品券の事業費

３億３５００万円が計上されました。対象は子育て世帯

と非課税世帯で１万３千件、１世帯あたり（上限が）２

万５千円分の商品券を２万円で販売します。労力が多く

真剣な経済支援とは思えません。増税そのものをやめる

よう国に求める必要があると思います。

住民団体から陳情が提出されましたが、すべて不採択に

なりました。日本共産党は全て賛成しました。

◆より良い幼児教育・保育の無償化を求める陳情

◆消費税率１０％への引き上げ中止を求める陳情

◆保育士の定着・確保のため、配置基準と公定価格の抜

本改善、大幅増員・賃金の引き上げを求める陳情

介護保険条例の改訂案が可決し保険料が軽減されます。

今回の改訂では６５歳以上の低所得層が対象です。改定

後の保険料は以下の通り。

第一段階 ２３１００円（３３００円減）

第二段階 ３６４００円（６６００円減）

第三段階 ４４６００円（１７００円減）

１０月から消費税率１０％を理由にした負担軽減策です。

本来なら増税を中止すべきです。


